
私たちが蒔いた、未来の種。 

兵庫は今、「自分らしく活躍できるまち」へ大 きく成長するチャンスを掴んでいる。

県外から移住して地域課題に取り組む事業を 立ち上げたり、 

県内の特産品のブランド化に挑戦したり。 地 域活性化の背景には、

未来の種を育んでいる人たちの温かい気持 ちがあった。

私にも、何かできることはあるかな。

でも何から始めたらいいんだろう。 分からな いから聞いてみよう。 

すみません、兵庫県を盛り上げているみなさ ん、教えてください !

兵庫を盛り上げている
みなさん、地域創生の
ヒントをください！

兵庫を盛り上げている
みなさん、地域創生の
ヒントをください！

地域の「居場所」づくりで大事にしているのは、交流だけで
なく「自分らしくいられて役割がある」場であること。人が元気
でいられるために必要なことだと思っています。三木の金物
職人だった方が娘さんと住むために神戸に来られたけど、知り
合いは一人もいない。「包丁研ぎ」の日を作ることで、ご本人
の生きがいに。ずっと専業主婦をされてきた方が、子ども食堂
で大活躍。大企業の重役で厳格だった方が、ボランティア活動
を通して和やかに。そんな例がたくさんあります。参加者が

提供側にもなるのは、行政や企業サービスにはない、地域活動
だからこその価値だと思っています。そして、多様な人たちと
一緒に活動していくためには、相手のすべてを許容する必要は
ないとも。人間って、百面体くらい、いろんな面があるんです
よね。ひとつの面だけでも興味関心を持てるところがあれば
一緒にやっていける。そうやってお互いを知って受け入れ合う
ことで、つながりを生んでいけたらと思っています。

株式会社Local PR Plan 代表取締役
創造的職人宿場町福住事業協同組合　安達 鷹矢

移住者の僕が「まちづくり」って言葉を使うのは上から目線。脈々と
暮らしが続き、福住のまちはすでにつくられていたのだから。「創造的
職人宿場町」の活動は、自分の毎日を豊かにすることでしかなくて。
近くにうまいコーヒー店やパン屋がほしいと、歴史的なまち並みに職人
を集めたら、多くの人が訪れるようになっただけ。ただ利己的ではなく、
仕掛けの先にまちの人の幸せは設計します。礼儀知らずの小僧を受け
入れてもらった恩を返せるように。

オオのナンデモ屋 理学療法士　渡部 政弘
「相生ベース」は、人気ゲームに出てくる「ルイーダの酒場」みたいにしたいんです。困っ
ている人とそれを解決できる人をマッチングできるような場所に。この町の人って、い
い意味でおせっかいなんですよね。「お母さん」の代わりに子守りしてくれる「おばちゃん」
ならたくさんいますし、「お母さん」も「おばあちゃん」のリモコンの電池交換くらいなら時
間を割けるかもしれない。困っているときに素直に「助けて」と言える町。そんなネッ
トワークを作っていけたらいいなと思っています。

Hostel Act＆もりめ食堂　森 恵美
私が思う豊岡の一番の魅力は、やっぱり“人”かな。北前船の寄港地だった歴史があるからか、
移住者にも旅行者にも壁がなくてフランクなんです。私自身、あちこち飲み歩くうちに地域
の人との関係性ができて、今ではゲストハウスのお客さんも巻き込んでの交流。行きつけの
スナックに外国人を案内してくれるおじいちゃんもいたり（笑）。市場や劇場や銭湯…豊岡の
好きな場所にはずっとあり続けてほしいから、より多くの人が訪れるきっかけが大切なんです。

老舗酒蔵、西山酒造場の女将 。蔵人や地域を巻き込みながら挑戦を続ける。
丹波地域の風土や酒造りの魅力を伝える「鼓傳 -koden-」をオープン。

兵庫各地の食材を一挙に味わえる「ひょうご五国ワールド」を運営。
郷土の食文化の魅力を発信し、地域活性化に貢献。

子育てをしながら女性管理職として活躍。
仕事と家庭を両立しやすい社内環境づくりに尽力。

豊岡でゲストハウス起業。
コンセプトは、旅行者と地域を繋ぐ交流の場

日本イーライリリー株式会社 部長　岡本 麻紀子
リモートワーク、子育てしながらの管理職など、多様な働き方について
当事者として取り組んできました。私の場合、「家庭の顔」と「仕事の顔」
の両方があってこその自分。そのために、全部自分でしようとすることは早々
に諦めて人に任せながら、「ここだけは自分でやりきる」ということを決めて
やってきたように思います。制度やカルチャーは作っていくもの。当事者が
その立場にいるからこそ言えることを伝え、周りを巻き込んでいくことで
変わっていくと思っています。

自分らしく生きられる社会の創出

五国に拡がる可能性の追求

暮らしの持続性の確保
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「酒蔵」がなれたら

株式会社西山酒造場 取締役女将　西山 桃子
地域にとって酒造りだけじゃない「酒蔵」の役割って何やろう？
そう考えるようになった転機は、2014年8月の豪雨による
土砂災害でした。蔵も商品も土砂でダメになって「潰れるか
も…」という状況で、ふとこの地域から伝統産業の火を消し
てはいけないと思ったんですよね。美味しい地酒がある、
通学路に酒蔵がある。それだけでも地元を誇れるきっかけに
なるかもしれないなって。昨年、古い酒蔵を改装して酒・発酵・
芸術の複合施設「鼓傳（こでん）」をオープンした際は、

神戸の下町で暮らす 2児の母。
下町暮らしの魅力を伝える様々なコミュニティ活動を実践

淡路島に移住し、シマトワークスを起業。
島の豊かな資源を生かした事業を、次々と生み出す。
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まず地域の方をお招きしました。中には「子どもの頃、この
蔵で遊んでたわ」と喜んで下さる方も。今の子どもたちに
とっても、思い出に残る場所になったら嬉しいですよね。
「鼓傳」は間口を広げて、酒造りや丹波を知ってもらう場を
目指してます。丹波の木材でメニューブックやトレーを作った
り、地元農家さんの有機野菜を使ったり。食事や買い物し
ながら丹波の魅力に触れて貢献できる、そんな循環を生み
出していきたいです。
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丹波篠山市に移住し、福住地区の移住コーディネートに取り組む。
古民家や空き倉庫を活用し、地域全体の価値向上に貢献。
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人間は 百面体。

認定NPO法人コミュニティ・サポートセンター神戸（CS神戸） 事務局長　飛田 敦子

株式会社シマトワークス 代表取締役　富田 祐介
東京を離れ、淡路島で起業したのは、島の人・モノ・コトが好きだから。そう
した自分の「好き」を企画に生かすのが「ワクワク」するんです。今の自分
はちゃんと「ワクワク」できているか？ なんとなくの「おしごと」になって
いないか？ いつも自分のワクワクを俯瞰しています。感動した映画にうらやま
しさを感じたり、分野の違う場で活躍する人を見てライバル心を感じるのは
なぜだろう？ なんて考えることも。ここまでくると、もはや「習性」なんですかね。
「食の学校プロジェクト」も、そうしてできたひとつ。ワーケーションに来た人
たちがみな胃袋をつかまれるほど、魅力的な食材が集まる淡路島に、食の
プレーヤーたちが学び、つながれる場所を作りたいんです。たいそうな
「ビジョン」より「ワクワク」。ワクワクする自分に忠実になれば、ご近所さん
から「島のためにがんばっている人」と言われるようになりました（笑）。

NPOや地域活動を応援する CS神戸の事務局長。
100か所近くの居場所の開設・運営支援に携わる。

諦めるところと、
諦めないところのメリハリ

困ったときに「助けて」と
ルイーダの酒場みたく。

言い合えるまちに高齢化地域で、便利屋業を起業。
みんなの居場所「相生ベース」をオープン


